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市民の広場
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　家庭で使われずに眠っている品物や探
しているけど見つからない品物はありま
せんか。
◆ゆずります
　無料・子供用布オムツ
　　　・電気オルガン
　　　・ワープロ用リボン、感熱紙
　　　・組立式パイプベッド一式
　　　・ダブル敷き布団１枚
　　　・サーフボード（男性用）
　応談・子供用ブランコ
◆求めます
　応談・三菱電機製の扇風機
　ゆずりたいものや探しているものがあ
る場合は、生活環境課（内線３２２）ま
でご連絡ください。

ゆずります・求めます
ドライブを楽しもう

　私はドライブが大好きです。車で音楽を聞
きながらきれいな景色を見るのは最高だと思
います。出身の南カリフォルニアは大規模な高速道路網があ
り、車の天国として有名です。今も車を持っているので滑川
でよく運転します。「アメリカと逆だから、日本で左側通行す
るのは難しくない？」と日本人にもアメリカ人にもよく聞か
れますが、左側で走ってみて最初からあまり違和感がありま
せんでした。
　しかし、カリフォルニアでの運転と日本での運転でいろん
な違いがあります。例えば、カリフォルニアでは車検がないし、
高速道路は無料です。そして、日本では18歳未満は運転でき
ませんが、カリフォルニアでは16歳から免許が取れます。私
は16歳から運転しています。
　日本で初めて運転してびっくりしたのは制限速度でした。
アメリカの、ある高速道路の制限速度は時速120㎞で、ロサン
ゼルスでは多くの人が130㎞以上で走ります。８号線のような
道だったら、制限速度は80㎞で、100㎞で走るのは普通です。
オービスカメラはありません。道路にあるカメラと言えば交
差点にあります。赤信号を突っ切ったらカメラに撮られます。
でも、右側通行で右に曲がるときは赤信号は「止まれ」の看
板と同じ意味になり、安全に合流できる場合は、右折しても
よいことになっています。
　私はしばらく国際免許で運転していましたが、最近日本の
免許を取ったので、交通ルールを守りながらこれからも日本
でいっぱいドライブを楽しみたいと思います。

国際交流員 アラナ･クラウス

英会話教室　毎月第２・第４火曜日　19:00～21:00　青志会館
日本語で国際交流チャット　東地区公民館（図書館の横）
　毎月第２木曜日、第４月曜日　19:00～21:00

誰でも参加できますので、お気軽にどうぞ！
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掲載をご希望の方は
企画情報課広報担当まで（内線223）

in なめりかわ人

特定非営利活動法人あすなろ滑川
理事長　若林  悦大さん（幸町）

　若林さんは、「地域で生活する精神障がい者
の自立と社会復帰を支援するための就労施設と
して、小規模ながら社会福祉施設を作りたい」
との思いから、平成７年10月に精神障がい者共
同作業所『あすなろ共同作業所』を設立された
なかの１人。この10月からは『あすなろ地域家
族会』と一体化して、『特定非営利活動法人あ
すなろ滑川』を設立し、精神障がい者を支援し
ておられます。
　「地域やボランティアの方、事業所に深いご
理解とご支援を受けてきました」と感謝する若
林さん。「家にこもらず外に出て、地域の人々
とふれあうことや、少しでもお金を稼ぐことに
よって、精神障がい者自身が社会に貢献してい
ると自信を持てるようになる。これからも地域
支援センターとして、就労や相談事業を手がけ
ていきたい」と話していただきました。

こんにちは！

〔パパ〕正昭 さん
〔ママ〕智子 さん （辰野）

元気でやさしい子になってね！

･･････ママより
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（１歳７か月）
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（ご意見・ご感想）

No.1 登場

第 15回  滑川市国際交流デイ
と　き　11 月４日㈯　11:00 ～ 15:00
ところ　東福寺野自然公園
　　　　※午前 10 時 30 分に市役所から
　　　　　無料バスも出ます
内　容　国際バーベキューと国際交流ゲーム
定　員　先着 70 人
参加費　大人 1,000 円（入園料含む）
　　　　高校生以下 500 円（入園料含む）
　　　　未就学児　無料
問合せ先　国際交流事業実行委員会
　　　　　企画情報課内
　　　　　実行委員会事務局（内線 222）

第18回  おもしろアイデア
道路標識コンテスト

グランプリ（富山県知事賞）
二川  諒子さん（寺家小６年）

第28回  少年の主張県大会
最優秀賞

大澤  綾子さん（早月中３年）

　569 点の応募の中からグランプリ
に選ばれました。工作の時間に制作
し、滑川の有名なものを取り入れて
みたらという先生の言葉で、ホタルイカの光
からデザインを発想したそうです。
　「びっくりした。入賞できるといいなと思っ
てたけど、実際に入賞しても実感がなかっ
た。」とうれしそうに話してくれました。
　このデザインを基に実際の標識が作られ、
道路や道の駅などに立てられる予定です。

　2,689 点の応募があった中から
事前審査を通った 10 人が発表し、最優秀賞に選ばれました。
　「宿題だったけど、自分の思っていることを書くというこ
とがなかったのでやってみたい」と思ったそうです。大会で
は１番目に発表し、壇上に立った瞬間「もう言うしかない」
と開き直れたとか。「受賞してうれしかった。ほかの人は歌っ
たり、内容が衝撃的なものもあったので、自分が選ばれて信
じられなかった」とうれしそうに話してくれました。


